

































































































































主 題  祖父の戦争体験 
誰からの取材か 祖父から（７６才） 
いつ頃の話か １９４１年～１９４５年 
参考資料  「一億人の昭和史」 





















































・ 佐藤首相が視察に来た。   
調 査 内 容  
＜被害状況＞ 
死亡      １５ 
負傷     １９ 
不明       ３ 
家屋全壊 ８０ 
同 半壊   １８１ 
床上浸水  ２２１６ 
床下浸水  ５５３５ 
道路損壊   ５０９ 
堤防決壊    ３０ 
山崩れ    ３７９ 
（７月３日午後６時調べ） 













































































































































































































































































































































































































































































































































関心・意欲・態度 思考・判断 資料活用の技能・表現 知識・理解
地球環境問題
の背景や影響を
深く知ろうとし，
自身の問題とし
て捉えようとし
ている。
地球環境問題にかか
る課題を見いだし，多面
的・多角的に考察する。
問題解決に向けて主
体的に考え，公正に判断
している。
様々な資料を参照し，
地球環境問題の特徴や
今後の動向を読み取って
いる。追求し考察した過
程や結果を様々な方法で
適切に表現している。
地球環境問題
の現状と国際的
な取組を理解し，
課題解決に資す
る様々な知識を
身に付けている。
10　単元指導計画（３時間扱い） 
（１）地球環境問題の背景と地球温暖化（本時） 
（２）オゾン層の破壊・森林の減少と砂漠化・酸性雨 
（３）生物多様性の危機と国際的な取組，身近な生活の視点
11　本時の目標
環境問題は地球的規模で捉え，国際的に対応すべき問題であることに気づくことがで
きる。（思考・判断）
また，地球温暖化のメカニズムと対応策を理解することができる。
（知識・理解）
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12　本時の展開
過程 学習内容と活動 指導上の留意点及び評価（○留意点◎評価）
導入
５分
（発問）最近，環境問題で気に
なることはあるか。マスメ
ディアで，何か気になる報道
があったか。
〇　環境問題が深刻であり，地球的規模の問題となっ
ている事を説明する。
展開
40分
１　地球環境問題
（１）球環境問題
ア　大気汚染・地球温暖化 
オゾン層の破壊・酸性雨
イ　陸上生態系・森林の減少
砂漠化
ウ　生物種の減少
※　身近な問題，グローバル
な問題かを問わず，環境問
題の今を考え，発表する。
（２）人類共通の課題 
地球規模
※　教科書や副教材の資料を
見て，環境問題の切実さを
読み取る。
（３）地球環境問題の背景
ア　産業革命以来の工業化 
２０世紀に急速に拡大
イ　化石燃料の大量消費 
化学物質の利用増大 
廃棄物の増加
２　地球温暖化
（１）原因 
温室効果ガス　
※　地球温暖化の原因を科学
的に理解する。
（２）影響 
海水面上昇　植生 
農業　健康　異常気象
（３）国際的取組と課題 
気候変動枠組み条約 
京都議定書
※　京都メカニズムの内容と
課題を理解する。
◎　人類の一員である自らの問題としても，捉えるこ
とができたか。 
（関心・意欲・態度）
○　聞いたことがあるか，内容を知っているか問う。
項目として簡単な説明にとどめる。
○　地球環境問題が国境を越えた問題である点に気づ
かせ，そこから国際的に対応すべき課題であること
を理解させる。
◎　資料（教科書図版）等を見て，実態の一部を読み取
ることができたか。（資料活用）
○　持続可能な開発の考え方が重要であることに気づ
かせる。
◎　地球環境問題の背景を理解し，国際的取組の必要
性を認識できたか。（知識・理解）
◎　自身の身近な生活の在り方を振り返り，意見を発
表することができたか。 
（思考・判断・表現）
○　地球温暖化の原因が，化石燃料の使用などの工業
化にあることを理解させる。
◎　地球温暖化に関心を持ち，原因・影響を理解し，
対応策を考えることができたか。 
（関心・意欲・態度）（知識・理解） 
（思考・判断）
○　各国・各企業の利害関係もあり，多くの課題を抱
えていること，しかし，やらねばならないことも認
識させる。
まとめ
５分
１　本時のまとめをする。
２　次時の学習を予告する。 
オゾン層の破壊・酸性雨 
森林の減少と砂漠化
○　本時の学習を振り返り，人間の活動と自然との調
和の重要性を確認させる。
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５　授業観察
公民科教育法（２）で，近隣の公立高校において授業観察を実施している。目的は，「実
際に高校現場の公民科授業を観察することにより，これまでの講義の内容を確認する。ま
た，現場の教員の実践的な指導法を学ぶとともに臨場感を味わい，教育実習に向けて心構
えをあらたにさせる。」である。
（１）感想等（共通意見のみ提示）
・さらに勉学に励みたい。豊富な知識と経験が必要
・教育自習を控え，教育の現場を見ることができて思いもあらたに
（２）私の雑感
ア　何より，教育現場の雰囲気を教師の卵として味わったのが大きい。何年か前は，高
校生であった学生が，教育実習に行くことを意識して授業観察をしてくれた。教員養
成段階，特に教育実習に行く前に，状況の異なる複数の学校で授業観察をすることは
意義がある。
イ　知識の深さ・広さ，技術的なことも含めて，自分自身の力不足を感じたと思う。す
べては，ここから始まるので良かったと考える。
ウ　「主体になるのは自分ではなく，生徒だと思い知らされた。」という感想があった。
この気持ちを今後ずっと持ち続けて欲しい。
６　公民科教員に求められる資質
求められる教師像は，「はじめに」で述べさせていただいた。当然，公民科教員にも同様
の資質を求めたい。さらに以下の資質を教員養成段階から着実に育み，奉職後も自らの姿
勢として伸ばして欲しい。
（１）幅広い教養
公民科各科目はもちろん，地歴科各科目についても深い造詣を求めたい。実際に授業
をすると，どうしても歴史分野・地理分野の知識が不可欠となる。幅広く大変だが，「研
究と修養」に努めるしかない。地歴公民科以外についても，必要と思われるものは，貪欲
に吸収して欲しい。
（２）洞察力
物事を深く鋭く観察する能力である。様々な事象を深く読み取り，観察し，自分なり
に分析・評価して，最終的に授業に生かしていかなければならない。
（３）批判精神
批判精神がなければ，授業は通り一遍のものになってしまう。しかしあくまでも健全
で公平性のある批判精神が求められる。
（４）思考力・判断力
生徒に育む重要な観点である。社会の多くの事象を扱う公民科教員には，当然求めら
れる資質である。授業内容等について課題を見いだし，多面的・多角的に考察するのは
もちろんのこと，課題解決に向けて公正・公平に判断していかねばならない。
（５）行動力
特に，教材研究にかかる行動力である。少しでも疑問に思ったり，情報や知識不足を
感じたりしたら，躊躇なく様々な書籍やネット上の情報（取捨選択に留意），あるいは自
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分の足を使って，情報収集に臨んで欲しい。それが授業に幅を持たせ，生徒の達成感アッ
プにもつながり，学問の香りがする授業の展開に結びつく。
（６）表現力・ユーモア
「わかる授業」をめざして，授業内容等を創意工夫し，様々な資料を駆使して，生徒に
対して適切にパフォーマンス（表現）する。時にはユーモアを交えて，生徒の興味関心を
喚起することが大切である。
第４節　新学習指導要領に向けて
2017（平成29）年3月に，幼稚園，小学校，中学校の新しい学習指導要領が公示された。
高等学校についても，2017年度中に公示される予定である。実施スケジュールは，小学校
（平成32年度～全面実施），中学校（平成33年度～全面実施），高等学校（平成34年度～年
次進行で実施）である。
これに先立ち，2016年12月に，中央教育審議会から『幼稚園，小学校，中学校，高等学校
及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）』が発表され
た。ここでは，公民科に係る部分の一部を取り上げ，考えを述べたい。
１　公民科の科目構成～「公共」の設置～
共通必履修科目として「公共」が設置され，選択履修科目として「倫理」及び「政治・経済」
が残る。そして，現行の選択必履修科目「現代社会」が科目としては消えることとなる。
２　公民科の在り方
現在，多くの公民科教員が意欲的に，そして真摯に取り組んでいることを前進させてい
くことが，肝要である。
「社会的な見方・考え方」については，今までも公民科教育において育まれてきたと考え
るが，今回の改定でより明確になる。社会的事象等に関心を持ち，課題を把握し，解決に向
けて構想する際の視点や方法を生徒一人一人が身に付けて行かねばならない。
今回の改訂では，知識の理解の質を高め，「何のために学ぶのか」という学習の意義を共
有しながら，授業の創意工夫や教科書等の教材の改善を引き出していけるよう，全ての教
科等が「知識及び技能」・「思考力，判断力，表現力等」・「学びに向かう力，人間性等」の３
つの柱で再整理される。
「公民科」について，この３つの観点から育成を目指す資質・能力が以下のとおり，中教
審答申に示されている。
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表１　育成を目指す資質・能力 中教審答申2016.12別添３－２より
知識・技能 思考力・判断力・表現力等
学びに向かう力・
人間性等
公
　
民
　
科
〇諸課題を捉え考察し，
国家及び社会の形成者
として必要な選択・判
断の手掛かりとなる概
念や理論の理解
〇倫理的主体，政治的主
体，経済的主体，法的
主体，様々な情報の発
信・受信主体，持続可
能な社会づくりの主体
に関する理解
〇社会的事象等について
効果的に調べまとめる
技能
〇諸課題について，事実
を基に概念等を活用し
て多面的・多角的に考
察したり，公正に判断
したりする力
〇合意形成や社会参画を
視野に入れながら，社
会的事象や課題につい
て構想したことを，妥
当性や効果，実現可能
性などを指標にして論
拠を基に議論する力
〇人間と社会の在り方に関わる事象や課題
について主体的に調べ分かろうとして課
題を意欲的に追究する態度
〇よりよい社会の実現のために現実社会の
諸課題を見出し，その解決に向けて他者
と協働して意欲的に考察・構想し，論拠
を基に説明・議論することを通して，社
会に参画しようとする態度
〇多面的・多角的な考察や深い理解を通し
て涵養される，人間としての在り方生き
方についての自覚，自国を愛しその平和
と繁栄を図ることや，各国が相互に主権
を尊重し各国民が協力し合うことの大切
さについての自覚等
（１）公民科全体について
生きる力の一つの柱である「確かな学力」をより具体化し，アクティブラーニングに
つながる資質・能力を育成しようとしている。
公民科で育成を目指す資質・能力の中に，「確かな学力」を鮮明にする文言が随所に示
されている。
ア　「主体」という言葉で，基本的内容を理解する資質・能力
イ　発表・議論等に向けて，調べまとめる資質・能力
ウ　多面的・多角的な考察と公正な判断，構想したことを論拠を基に議論する資質・
能力
エ　課題を意欲的に追求し，説明・議論することを通して社会に参画しようとする資
質・能力
オ　現行学習指導要領と変わらず「人間としての在り方生き方」についての自覚に係
る資質・能力
カ　グローバル化を意識し，自国への愛とともに各国民が互いに尊重・協力し合うこ
とへの自覚に係る資質・能力等
（２）公共に向けて
「現代社会」をより発展させ，生徒が主体で，生徒の動きが見られる授業を目指してい
かねばならない。公民科の一科目であり，育むべき資質・能力は公民科全体のものと重
なる。共通必履修科目であり，ある意味公民科を代表するものとなる。来たるべき「公
共」のスタートに向けて，公民科教員及び現在公民科教員をめざしている人が，周到な
準備をして，総合力を身に付け，生徒にとって有意義な科目として，長く役割を果たす
ことを望みたい
第１節で述べたとおり，「現代社会」元年から担当してきた者として，感慨深い。あら
ためて，私を成長させてくれた「現代社会」に感謝するとともに，「公共」が生徒の育成に
大きな役割を果たすことを期待したい。
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おわりに
～　公民科を教えることにプライドを持て　～
この言葉を，すべての公民科教育に携わる人に送りたい。
第１節では，私の拙い地歴公民科教員としての経験を述べさせていただいた。振り返れ
ば，もう少し生徒に考えさせ，行動させる授業ができなかったか，内容的にもっと「学問の
香り」がするものにできなかったか，現在の心境を正直に述べさせていただいた。読んで
くれた方に少しでも参考にしてもらえれば幸いである。
現在，98％以上の中学生が進学する初等中等教育最後の教育の場が高校である。さらに
高等教育機関へ進む生徒，就職する生徒等，進路は様々だが，いずれは一人の人間として
自立していくことが期待される。公民科の授業を通じて，多様で先行き不透明な時代を乗
り切る一国民，一社会人としての素養を培っていくことが大切である。
また，選挙権年齢の引き下げにより，18歳は選挙制度上は「大人」，16・17歳は「TAKE
OFF」に向けた重要な年代である。生徒にとって政治や社会が一層身近なものとなってく
る。そして，公民科の授業をとおして身近なものにしなければならない。公民科教員の責
務は重く，一方でこれほどやりがいを感じられることがあろうか。
新学習指導要領では，公民科の存在意義が再確認されることとなる。今後もすべての教
育現場において公民科の授業が有意義に展開され，より鮮明になった生きる力の育成に貢
献することを切望する。そして，生徒のみならず，公民科教員も授業を通じて成長するこ
とを祈念したい。
【文献一覧】
『中等社会諸教科教育法特別改訂版』　森　秀夫・山口　幸男　著　2006　学芸図書株式会社
新版『社会・地歴・公民科教育法』　編著　臼井　嘉一　柴田　義松　2009　学文社
教職課程コアカリキュラムの在り方に関する検討会（第4回）　配付資料
2017　文部科学省
高等学校公民科用文部科学省検定済教科書　『現代社会』2016　東京書籍
文部科学省『高等学校学習指導要領』　2009
文部科学省『高等学校学習指導要領解説公民編』　2009
『今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申）』　中央教育審議会　
2011
『幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な
方策等について（答申）』　中央教育審議会　2016
 （2017.8.10受稿，2017.9.20受理）
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〔抄　録〕
公民科は，「生きる力」の育成に大きく貢献するものである。そして，生徒にとって，有
意義な時間にしなくてはならない。新学習指導要領では，公民科の存在感が増していくと
考える。
本稿では，まず高等学校の社会科→地歴公民科の教師として歩んできた私の拙い活動の
一端を紹介させていただいた。学習指導要領の変遷を踏まえながら，その時々の立場で，
生徒にとって少しでも良いものをという意識で取り組んできた。永遠のテーマである「良
い授業とは」にも言及した。
次に「生きる力」の一つの柱である「確かな学力」の育成と公民科の関連を述べさせてい
ただいた。
さらに大学における公民科教育に係る講義の一部を紹介させていただいた。実践的な指
導例，学習指導案の書き方，公民科教員に求められる資質等を取り上げた。
最後に2017年度中に公示予定の新学習指導要領に向けて，若干の所感を述べさせてい
ただいた。地歴公民科全体の科目の再編成，とりわけ「公共」の登場は，公民科全体を活気
づけるものと考える。
「公民科を教えることにプライドを持て」，この言葉を，すべての公民科教育に携わる人・
公民科教員を目指す人に送りたい。
